
鳥 海 讃 歌 Ｇ Ｔ Ｈ 通信 第 12号 令 和 ２ 年１ 月 １ ５日 （ 水 ）
校 長室 よ り

プ ロ グ ラ ミ ン グ (的 )思 考 が 仁 高 を 拓 く！

三学 期 が 始 まり ま し た 。今 年 は ２０ ２ ０ 東 京オ リ ン ピ ック の 年 。 世の 中 で は Society5.0
を 合い 言 葉 に 、新 し い 時 代に 求 め られ る 人 間 像を 提 起 し てい ま す 。 その 中 の 一つ に プ ロ グ
ラ ミン グ 教 育 があ り ま す 。

仁賀 保 高 校 では 、 平 成 １５ 年 に 情報 メ デ ィ ア科 が 創 設 され 、 情 報 化社 会 を リー ド す る 人
間 を育 成 し て きま し た 。 プロ グ ラ ミン グ 教 育 に関 し て も 、世 の 中 が 推進 す る 前か ら 取 り 入
れ てい ま す 。 先見 の 明 が ある と 思 いま す 。 ま た、 令 和 ２ 年４ 月 か ら は小 学 校 でプ ロ グ ラ ミ
ン グ教 育 が ス ター ト 、 そ の後 に 年 度進 行 で 中 学校 、 高 等 学校 で も 本 格実 施 さ れま す 。

本校 情 報 メ ディ ア 科 で は、 一 昨 年か ら に か ほ市 と 連 携 して 、 市 内 の小 学 生 にプ ロ グ ラ ミ
ン グ学 習 の 基 本を 教 え る お手 伝 い をし て き ま した 。 冬 季 休業 中 の １ ２月 ２ ４ 日（ 火 ） に は、
初 の試 み と し て、 情 報 メ ディ ア 科 の生 徒 が 象 潟小 学 校 ５ 年生 の プ ロ グラ ミ ン グ授 業 に 先 生
役 とし て 参 加 しま し た 。 令和 ２ 年 １月 ７ 日 （ 火） に 平 沢 小学 校 を 、 ８日 （ 水 ）は 象 潟 小 学
校 を会 場 に 、 市内 の 小 学 生を 対 象 にし た プ ロ グラ ミ ン グ 教室 の お 手 伝い も し てい ま す 。

情報 メ デ ィ ア科 の 生 徒 は、 こ れ から の プ ロ グラ ミ ン グ 教育 を 先 取 りし て 、 小学 生 に ア ド
バ イス す る 先 生役 を 体 験 して い る ので す 。

この 取 り 組 みは 、 プ ロ グラ ミ ン グの 方 法 を コー デ ィ ン グ等 を 通 し て、 ス キ ルと し て 身 に
付 ける 事 が 狙 いで す が 、 実は プ ロ グラ ム を 組 むと 言 う こ とは 、 「 情 報」 以 外 の学 習 や 研 究
活 動に お け る 考え 方 、 研 究の 進 め 方を 確 認 で きる 思 考 で す。

ここ で 、 プ ログ ラ ミ ン グ思 考 に つい て 確 認 して お き ま す。

プ ロ グ ラ ミン グ （ 的 ）思 考 ＝ 論理 的 思 考 ＋シ ス テ ム 思考

論 理 的 思 考力 ＝ 物 事 を 正し く 分 類 、分 析 （ 要 素に 分 解 ） する 力
シ ス テ ム 思考 力 ＝ 要 素 同 士の 組 み 合 わせ （ 関 係 性） を 考 え る力

この こ と を 意識 し て 問 題解 決 の 流れ を 示 し てみ ま し ょ う。

課題 の 発 見
(問 題 ) プロ グ ラ ミ ング （ 的 ） 思考

必 要 な 動 き 動 き に対 応 課 題の 解 決
意図 し た 一 を 分 け て 考 し た 命令 組合 わ せ る (問 題 ）
連の 活 動 の え る （ 記 号） に
実現 （ 学 習 す る
課題 ）

これ を 料 理 （カ レ ー ラ イス 作 り ＝課 題 発 見 ）で 考 え て みま し ょ う 。お い し いカ レ ー ラ イ
ス を作 る ＝ 学 習課 題 の 実 現の た め にプ ロ グ ラ ミン グ 思 考 （Ｐ Ｔ ） を 活用 。 ま ず材 料 を そ ろ
え 、料 理 す る 必要 が あ り ます 。 ど んな 具 材 を どう い う 順 番で 料 理 す るか 料 理 工程 を 練 り ま
す 。実 際 に 作 って み た ら 市販 の ル ーで は 飽 き 足ら ず 、 ス パイ ス を 組 合わ せ て カレ ー ル ー を
作 るな ど の 試 行錯 誤 を 繰 り返 す こ とも あ る で しょ う 。 最 後に 納 得 の いく カ レ ーラ イ ス が 完
成 （課 題 解 決 ）し た ら 感 動で す よ ね。 実 は 、 私た ち は Ｐ Ｔを 普 段 か ら生 活 の 中で 無 意 識 的
に 取り 入 れ て いま す 。 仁 高で は 今 回、 Ｐ Ｔ を 「意 識 化 」 する こ と 提 案し て い るの で す 。

秋田 県 内 で 唯一 、 全 国 でも 数 少 ない 学 科 を もつ 本 校 の 利点 を 活 用 して 、 今 年は 仁 高 全 体
で 「プ ロ グ ラ ミン グ 思 考 」＝ Programming Thinkingを 学 び の基 本 に 加え て い き まし ょ う 。
こ の考 え 方 を 「意 識 化 」 して 日 々 の生 活 や 学 習活 動 に 取 り組 ん で み まし ょ う ！

仁 高 生 よ 、 清 新 の 気 風 を 感 じ て 進 め ！

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合い 、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！

★ Ｎ Ｐ Ｔ は仁 賀 保 高 校プ ロ グ ラミ ン グ 思 考の 略 称 で す。 Ｎ Ｐ Ｔ を意 識 し て、 学 び を
活 性 化 し まし ょ う 。


